
令和５年度募集 提案型協働事業第２次審査の審査結果報告 

  

令和５年度第３回国分寺市協働事業審査会にて，提案型協働事業の第２次審

査（プレゼンテーション審査）を実施し，下記のとおりとなりました。 

 

１ 審査概要  

日  時 令和５年 10月 13 日（金）午後１時から午後３時まで 

場  所 アクティ・ココブンジ（cocobunji EAST３階） 

審査委員 ６名 

審査案件 ２件 

 

２ 審査結果    

２件 採択 

※詳細は別紙（「第２次審査 審査結果一覧」及び「附帯意見」）を参照。 

 

３ 審査・選考方法  

審査項目を判断基準に照らして評価，合計得点が合格基準点以上の提案を

予算の範囲内で高得点順位採択する。 

※採択した２提案の事業費の合計は，予算の範囲内であった。 

＜合格基準点＞ 

出席委員人数×審査項目×３点（どちらかといえば評価できる） 

※今回は６名×７項目×３点＝126 点 

＜審査項目＞                             

審 査 項 目 内  容 

１ 事業の目的 
市民や地域のニーズ，社会問題や地域課題等を踏まえたも

のであるか。また，市が関わる必要性が認められるか。 

２ 独創性・先駆性 
提案は独創的でかつ先駆性があり，今後の協働事業のモデ

ルとなり得るか。 

３ 実現可能性 
実施体制，実施方法やスケジュールが合理的で，実現可能

性は高いか。 

４ 役割分担 団体と市との役割分担は明確かつ妥当か。 



 

＜判断基準＞   

４点 評価できる 

３点 どちらかといえば評価できる 

２点 どちらかといえば評価できない 

１点 あまり評価できない 

 

４ 参  考  

国分寺市協働事業審査会委員一覧              （敬称略） 

委員種別 氏 名 職 業 な ど 出欠 

１号委員 田代 美香 
特定非営利活動法人 ぐらすかわさき 

副理事長 
出席 

同 上 島岡 未来子 

早稲田大学 研究戦略センター 教授 

公立大学法人 神奈川県立保健福祉大学 

ヘルスイノベーションスクール 教授 

出席 

同 上 跡部 千慧 立教大学 コミュニティ福祉学部 助教 出席 

２号委員 沢柳 和彦 国分寺市 政策部長 出席 

３号委員 伊藤 寿一 国分寺市 総務部長 出席 

４号委員 杉本 守啓 国分寺市 市民生活部長 出席 

 

５ 協働による効果 
協働することで質の高いサービスが提供でき，また，相乗

効果・波及効果が期待できるか。 

６ 費用の妥当性 
提案内容を実現するための妥当な経費見積りとなってい

るか。 

７ 事業遂行能力 

団体には事業遂行上の問題を解決していくための専門性

及び経験が十分にあり，また市と一緒に事業を検討し練り

上げていく能力があると認められるか。 
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②

国分寺エリアの
「野川整備計画」
の早期実現の気運
醸成のため「野川
源流スクール」
（自慢できる源流
のまちへ）開講事
業

特定非営利活動法人
まちづくりサポート
国分寺

緑と公園課 945,140円
139点

／168点
合格 採択 23 19 20 20 18 19 20 139

④

集団が苦手な子ど
もたちと保護者や
家族のための支援
事業

特定非営利活動法人
ワーカーズ風ぐるま

子育て相談室 598,000円
144点

／168点
合格 採択 22 20 20 21 20 21 20 144
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■審査会からの意見 

事業名称 提案団体 担当課 
得点／ 
満点中 

審査会からの意見 

② 

国分寺エリアの「野川整備

計画」の早期実現の気運醸

成のため「野川源流スクー

ル」（自慢できる源流のまち

へ）開講事業 

特定非営利活動法人 

まちづくりサポート 
緑と公園課 

  

139点 

／168点 

提案型協働事業として最終年度となる本事業

は，国分寺エリアの野川整備計画の早期実現に向

けた気運醸成に加え，ボランティアガイドという

人的資源の養成も行う効果的な事業であると評価

します。 

その上で，気運醸成については，講座の前後に

参加者アンケートを行いその変化を測定するな

ど，事業効果をより分かりやすく示す工夫が必要

です。 

あわせて，小学生の新たな視点での気付きなど

様々なデータのまとめ・分析を行い，気運醸成に

つなげ，発信していけるよう，担当課や小学校と

の連携も検討をお願いします。 

また，ボランティアガイドについては，個人情

報の取扱いを担当課と整理した上で，更なる活躍

の場を創出していくことが課題です。 

今後も，「野川整備計画」の早期実現に向けて，

更なる事業の充実を期待します。 



事業名称 提案団体 担当課 
得点／ 
満点中 

審査会からの意見 

④ 

集団が苦手な子どもたちと 

保護者や家族のための支援 

事業 

特定非営利活動法人 

ワーカーズ風ぐるま 
子育て相談室 

144点 

／168点 

集団が苦手な子どもたちとその保護者や家族を

支援するという，社会的な課題に着目した事業と

評価します。 

初年度となる今年度は，試行錯誤しながらの実

施になることが想定されますが，本事業によって

見込まれる成果を明確に示せるよう，数値目標の

検証が必要です。 

「ゆるいく講座」の実施に当たっては，地域に

よる偏りが生じないよう検討をお願いします。 

また，事業の対象年齢や対象者が幅広いことは

評価できますが，参加する子どもの年齢や特性を

踏まえ，ニーズに合わせた講座内容・実施方法と

なるよう，担当課と調整してください。 

居場所・講座共に新たな対象者の受入れが行わ

れ，多くの子どもたちとその保護者や家族に支援

が広がっていくことを期待します。 

 


